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成苗田植機用苗のサランネット育苗法について

橋 本 重 雄・ 浅 野 功

原 田 昌 彦・ 阿 部 宇

(山 形 県農試)
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春の雇傭労働力の実質的不足ならびにそれ等から生ず

る人手確保のための精神的,物質的負担が大きくなるに

つれて,多 くの農家は機械による口植に非常に関心を持

つようになってきた。さらに先進的な農家では試験場や

農業改良課なとからの技術指導を待たずに,すでに田植

櫛餃ならびに育苗器具が購入され,それそれの工夫のも

とで育苗や田植後の管理技術が確立され よ うとしてい

る。それら実際に導入されている田植機は調べてみると

はとんどが稚苗植形式のものである。しかし,山形の場

合も東北の大部分の地帯と同じく日植は成苗 (葉令が 4

～ 5業以上のもの)の植付であるが,成苗用機械の普及

はほとんど無く,購入されている農家でも利用している

のは極 く一部と見られる。成苗用田植機 (特にビンセッ

ト方式)が市販されたのが早いにもかかわらず利用され

なかった理由は,機械がアタッチ型でティラーが耕盤走

行型で,ほ場条件に左右され易く走行性,能率精度が非

常に不安定であるとともに,価格も高く値段の割に利用

効率が低 くて経済的に引きあわなかった, という点があ

げられる。それと同時にこの能率精度に大きく影響して

くる苗取作業・供試苗条件それに伴 う苗処理など,苗に

関する一連の問題が解決されないて機械のみが先行した

ためと考えられる。

ビンセット方式田植機に供する宙は,根の絡み合いが

無く一本一本がパラバラになるようにていねいに取るこ

と,根ぞろいが良く短いこと,根元がきれいで泥やゴミ

層が付いてピンセット作用を妨げないことなどが要求さ

れる。また,欠株を少なくするために多苗植となり易く

手植の場合に比し苗取 り量が多い。このように苗取作業

工程が多いはか作業時間も多くなるので,苗取機の開発

が進められているが,当分間にあいそうでないのが現状

である。

われわれは,こ の対策として苗取を容易に省力化し,

機械条件に適したものにするため育苗の段階から再検討

し,日原氏等が研究したネット利用育苗,苗取方法を改

良し,必要な苗を作ることができたのでその技術を報告

する。

1 サランネット育苗の実際

サランネット育苗法とは,従来行なわれている畑苗代

において播種床に14メ ッシェのサランネットを敷き, ロ

ーラーをかけて鎮圧した後ネットがかくれる程度覆土を

行い,その上から播種し以後は慣行育苗法と同じで,有

滴ポリピニールにて幌張りし, トンネルにて育苗する。

この時注意することは,ネ ットによって床土からの毛管

水が切断されないようにすることでネットを敷く前に十

分床土に潅水してから作業することである。また,覆上

に用いる土はくん炭と軽い畑などの上を混合して飾別を

しながら5～ 7"π程度行なうことで,こ の時,厚すぎる

と根が長 くなり,浅 くてネットが床から浮いている状態

では発芽ムラの原因となる。供試材料・作業工程・労働

時間を第 1表に示した。

苗取りを行なうには,苗代の端の方からネットを引張

りながら持ち上げ,ネ ットの下に出ている根と土を飽な

とを用いてネットにそって肖Iり 落とし静かにもとに戻し

てから苗取 りを行なう。この時,苗に付いている根はわ

ずかであり苗同志の根絡みもほとんとない。また,根元

もきれいで写真 2のように揃った苗を取 ることができ

る。従来の苗取 りは「苗引き」の要素が入っていたが,

このサランネット育苗の場合は,「苗ひろい」といった

写真1 床土にネットを敷きローラで鎮圧
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第 1表 サランネット育苗の作業工程,供試材料および所要労カ

所 要 労 力 *
料材試供程業作
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(蔵焉秀看尾ふとで努等)

種糎鎮lF用 ローラー

くん炭との混合土飾選して使用

種  籾

くん炭との混合土

有滴ポリピユール,竹 ,ナ ワ

播種床灌水(県縄慌達と意窪星辱
灌水し,表面の状態

)

ネット張り鰐漆彎あぇ
たは種床

'こ

密有するよう張り)
ローラー掛け(ネ ットを床土に押し込む)

ネット覆土(ネ ットが見えなくなる位, 5～ 7滉
"程

度)

は   種(機械用苗のため.500～ 600′ /33″ )

覆     土(慣行に同じ)

その他の作 業( ク  )

灌     水(

苗 代 追 肥(

その他管理作業(

67 7

168

22 6

150

15
48 9

126

09

24
171

94
195

130 8

677
168

22 6

126

110

102

130 1

150

15
48 9

″

//

//

)

)

)

肥  料

除草剤,農薬

写真2 苗取りのためネットを持上げ,土 と根

を肖1り 落すところ

ほうが適当かもしれない。この作業を順次続け取り終っ

たネットは巻取 りながら進んでゆく。また,ネ ットの上

の苗に付着している土も鯖別したものであるため,従来

の畑苗のように根に小石をかんでいたりわら暦などの有

機物,ゴ ミを付けていることなく簡単な水洗いあるいは

土落しをしただけで田植機に供試することができた。

365 2 336 3

写真3 サランネットの苗 (そ ろい良く根が短

0ヽ )

この時の苗素質についてみると,慣行畑苗代に機械仕

向とした厚播苗と比較して,草丈は若干短いが苗令,分
けつに違いは無かった。機械に供試 された根長では

09～10mも短かくその変異もサランネット育苗のほう

が′
]ヽ さい。しかし,こ れが植付後の発根へとのように影

響するかはあまり明らかでないが,水温が22～23℃ の最

* 10/当 り所要時間 (分 )
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第 2表 苗取時の苗の生育と苗素質 (品種 :でわみのり)

は 種 期 苗 取 り 分 け つ

表 生 育 状 況 (品種 :でわみのり)

(手

注 サランネット苗は機械植,慣行については作況調査区の手植

長根長調査の結果では,10日 後くらいになってようやく

慣行取りしたものに追いつき以後大差ないようである。

このサランネット苗が機械植と併せて収量にどのような

結果となって結びつくかは今後の検討課題であるが,今

までの稲倒賃係における研究から断根,剪根苗使用の収

量性におよぼす影響がそう大きくないことが明らかであ

るので実用性として支障無いと考えている。ただし,機

械植の場合,分けつした苗では精度が落ちるので苗代で

厚まさを行ない分けつをlllえ るとともに苗本数を確保し

本田植付では栽値密度,植付本数を多くして茎数を確保

すべきと考えている。このためにもネット育苗における

苗取りは, 1本ないしは 2～ 3本取りという観念からブ

ロック,苗群という考え方への移行であるため機械むき

といえる。時に機械仕向の場合,質の低下をきたしては

いけないが,従来の個々の苗という考え方でなくプロッ

クあるいは量,マ スという生産手段,供給手段をとらな

ければ解決できないと考えている。

2 作業能率と口植精度

苗取作業能率は苗代 1″当り,36分～15分で慣行畑苗

代の機械仕向手取りの22時間～12時間に比し3～ 4倍

の能率で30。π X 15ε π×3本植の10α 分の苗を取るにサラ

注 半500′ /33/は種し発芽率78%(第 2表 )のサラ

ンネット苗代ならびに発芽率65～90%の慣行Xll苗代

に対して,裁植密度を30θπ X 15`π X 3本植とした場

合の計算。

ンネット苗の場合72時間～28時間,手取りでは22時間

～12時間で10～15時間の省力となった。機械植ではこの

他に根洗い時間が必要で,サランネット苗では苗取りが

楽なため束が大きく,付着している上も落ち易いため普

通の畑宙に比して半分以下の34時間程度で,苗取り・根

第
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第 4表 作業能率と植付精度

豪酢■2彎 サランネ ット
苗

慣行 (機械静
畑

苗代曇だ嵩り融
必要組作業人員

10轟
設

苗取所要

10α 分苗の根洗い
所要時間

10α 機械田植時間

025～06時 FE3

2人

28～72時間

34時間

22時間

12～22時間

1人

120～218時間

86時間

27時間

ヽ
癸
ｋ
Ｒ
イ

ン
麟夢

0 0´
ヽ́1 5

13
13

0 5～2.0

10
15



42 東 北 農 業 研 究 第 11号

洗いの両方の時間を併せても65時間～11時間で慣行手

植のための苗取 り時間よりも省力された。苗取作業に慣

れてきた場合は 4本植にしても10時間内外で供試首を準

備でき,田植作業を含めて13時間前後の10α 当り所要延

労力と考えられる。

サランネット苗使用の田植作業では,根の絡み,根へ

の上,ゴ ミなどの付着が無く,根元ぞろいがよいためにマ

ガジン装填も10α 当り02時間短縮され, 日植作業中苗

箱の苗の調整が不要 (今までは走行を一時停止して苗を

直した)で 10C当 り作業で約05時間速くなった。また,

苗に起因する機械的欠株もほとんとなくなった。

以上の結果,サランネットの成苗田植機用苗作りとし

て適していると考えられる。

今後の課題としては,現在用いているサランネットは

一般家庭用であるため値段が高いので,農事用サランネ

ットあるいはビニールネットの開発を行なう必要がある

と考えている。

水稲 の フィル ムマ 7L/チ 栽培 について

第 1報 マルチ栽培における温度変化

4ヽ 林 幸 雄 。青 木 一 興・君 島 栄 三

(福 島県農試)

1ま え が き

寒冷地稲作の技術的発展は,昭和 9年と29年の冷害を

契機に著しいものがあり,近年は安全稲作から多収安定

稲作へと転換しつつある力ヽ いまなお低収と不安定に悩

んでいる冷水日が,東北地方で約 6万 4千あα,福島県で

1万 5千 71aと 推定されている1ヽ 冷水田対策は寒冷地稲

作改善の基本的な重要課題として,古 くから多数の人々

によって研究が行なわれ幾多の成果があげられた。とく

に具体的な冷水被害防止対策としては,最 も基本的な漏

水防止 (客上,床締め,ベ ントナイ ト施用,青刈ライ麦

施用など)を始め,水温上昇対策 として温水口,迂回水

路,昼間止水,夜間潅水法,分散板潅水法,ポ リチ ュ

ーブによる導水法,OED剤 など。また耐冷性強化対

策のとして多様な手段方法がとりあげ られ,現在 も実

施され大きな効果をあげている技術も少な くないが,

経済的,経営的な事情から実施が困難なものもあって,

冷水被害はいまだに解消されていないのが現在の実態で

ある。

筆者等はポリエチレンフィルムによるホーリーシート

を用い,水稲のフィルムマルチングの功罪 について試

験を行なった結果,水被害防止としての効果の著 しヽヽ

ことを認めたので,今までの結果の概略について報告す

る。

2試 験 方 法

1 供試土壌 :冷害試験地作土酸化的泥炭質上壌粘土

型

2 育 苗 法 :保温折衷苗代, 4月 15日 ,70′ /〆播

3 供試品種 :フ ジミノリ

4移 植 期 :5月 23日

5 供試資材 :ポ リエチレンフィルム

6 施 Ile量 :NPKと もにα当り0&匂,熔燐 6切

珪カル18旬 ,堆肥120ん,

7 栽植密度

8水 管 理

30Cπ X 15θ π(222株/〆)1株 3本植

代掻均平後土粒の落着いた後に落水

し,日面の所々%～%程度土面が露出

する程度で移植を行なう。移植後は無

潅水とし,乾き過ぎる時に走 り水程度

の潅水とした。

9 試験区構成

||1笏:|||11区

制
3試 験 結 果

1 地温の上昇効果




